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四宮小学校・北巣本小学校の新しい学校づくりワークショップ 
第 1 回教職員ワークショップを開催しました！ 

 日時・場所 
2025年 6月 16日（月）
四宮小学校 

 参加者  
教職員の皆さん 40 名 

令和 11 年 4 月運用開始予定の「四宮小学校・北巣本小学校の新しい

学校」づくりに向けて、四宮小学校と北巣本小学校の 40 名の教職員が

参加して、第1回教職員ワークショップを開催しました！ 

 「どんな校舎になるか知ること」と、「よりより教育、よりよい学校に

なるように意見交換すること」がこの日の目的。 

 画像と模型を使った説明の後、「新しい学校への期待と活用アイデア」

をテーマに6つのグループに分かれてワークショップを行いました。 

開催概要
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設計者から新しい校舎の計画（案）について説明！ 
 設計者より、新しい学校の全体の施設構成と新たな学び

を生み出す計画のポイントについて、スライドと大型模型

を使って説明がありました。 

 左記のパノラマ・プランの考え方を

もとに「横のつながり」を創る 6 つの

コモンズと「縦のつながり」を創るメデ

ィアスクエアが重なることで学校全体

をひとつにつなぎ、縦・横・将来の自分

の「3つのつながり」を実現します。

※ 門真市立四宮小学校・北巣本小学校 統合整備基本計画より 

※ 完成イメージ図（当初提案時）

設計案を紹介 

建設スケジュール（予定） 
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「新しい学校への期待と活用アイデア」について話し合いました！ 

 地域にかなり開けているイメージ。地域コモンズなど「困ったらあそこ
に専門家が来てくれている」となるくらい地域の方に入っていただけ
ると良い。 

 「子どもたちがワクワクして安心できる環境」一人ひとり、自分の居場所
を選択できる、居場所感のある空間。誰ひとり取り残されない学校。 

 「今までできなかったが、新しいきれいな校舎だからできた成功事例」、
「なかなか使いきれていない点」など、次回WSで聞いてみたい。 

Ａ 

グ
ル
ー
プ 

 開放的なオープンスペースが良い。メディアセンターがあるのでい
つでも誰でも本にアプローチできる。色々な教科で行けるので自然
と異学年交流ができる。これからの時代にあった授業づくりが展開
されるのではないか。 

 開放的になるので、教室に戻ってくるような環境だけではなく教室に戻り
たいと思える授業づくり、集団づくりをやっていかなければならない。 

 校舎はできたが転勤になるとがっかり。いつかはこんなところで働きたい。 

Ｂ 

グ
ル
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 多目的ホールでは、学年ですぐに集まれるのでたくさん活用できそう。 

 雨の日、屋外のクラブ活動ができる場所があると良い。 

 理科で自然を観察させたい。自然のままを観察させてあげたい。子どもた
ちが主体的に活動できるように。子ども主導で自由に行き来できると良い。 

 地域交流で、読み聞かせなどで地域の方に自由に来てもらえたら良い。 

Ｃ 

グ
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 それぞれ落ち着いた学習スペースがたくさんあると聞き、メディアセ
ンターを活用しながらいろいろできたら良い。コピー機があって、リ
アルタイムで子どもが印刷できると良い。 

 支援学級は最初から個別のスペースを設置しておけば、学年が変わる
ごとに組み替えなくても使えるのではないか。倉庫的なスペースがあ
ると便利。 

Ｄ 

グ
ル
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プ 

 広いところがたくさん。クールダウンスペースがあり、新しい学校は
すごい！ 

 広いのはありがたいが、それに伴い課題も。子どもへ目が行き届かな
い、棚を乗り越えるなど。テリトリーから出ていく子などに気をつけ
ないといけない。 

 各学年に更衣室があるなら、男女それぞれ子ども用の更衣室がほしい。 

Ｅ 

グ
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 「安心、快適、便利」であってほしい。「安心」は子どもの居心地が
良いこと、「快適」は新しいので大丈夫だと思う。「便利」は使い勝
手の良さ、収納やPCの充電コンセントがほしい。 

 雨の日も体を動かせる広い場所や畑がほしい。 

 「ガラス張り」が心配。注意散漫になったり、ガラスを割らないか。 

 働き方改革として、職員も居心地が良い、みんなでワイワイ話せる大
きな場所やシャワーがあると良い。 

Ｆ 

グ
ル
ー
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2 学期に設定 

四宮小学校・北巣本小学校区に在住
の方はどなたでも参加できます！ 
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 次回の教職員WS②は7/23（水）10時よ

り「新しい学びを創造する学習空間の可

能性を考える」をテーマに、守口市立よつ

ば小学校（統合小学校）を見学します。 

同日午後から教職員 WS③「学びの視

点、教育の視点から新しい学校の可能性

を考える」ワークショップを行います。 

 本日ご説明した新しい学校の提案内容はいかがでしたか？
 新しいものも使う人によって変わるので有効活用できるようにしていきたい！ 

 とっても素敵でした！働きたいです！ 

 時代に合っている。主体的で対話的、深い学びが実現できる。 

 子どもたちが探求的な学びに取り組みやすそうでとても良かったと思いました。 

 丁寧に分かりやすく説明してくれました。 

 オープンなのは良いと思うが、子どもたちが使いこなせるか…。 
 
 本日のワークショップはいかがでしたか？ 
 こうした交流はこれからも必要だと思います。 

 期待すること、不安なことをたくさん話せて良かったです。 

 様々な意見を聞くことができて良かったです。 

 進行が上手で話しやすかった。 
 
 その他（意見・質問） 
 ジェンダーレスの点で、トイレや更衣室などの配慮もあると良い。 

 暑さ対策はありますか？ 

 子どもの安全面が少し気になります。 

四宮小学校・北巣本小学校の新しい学校は、今までの学校とは全く違う学校。 

ブロックで構成された空間に、みんなで使えるコモンズや学習メディアスクエアなど、大小のスペース

があり、これらをどう使っていただけるかとても楽しみにしています。 

今まで色々な学校で様々な授業、経験をされた先生方が、今までと同じ方針で進めるならこのような学

校はいりません。「従来の枠を外して考えること」が大切です。一人ひとりが持っている能力を発揮でき

るか、発揮させられるか、一人ひとりがいきいきと過ごし、成長していけるか、それが重要です。 

このおもしろい学校空間でおもしろい授業、先生や保護者、地域がどのように使っていくか、完成後は

日本の最先端の学校となるでしょう。様々な広い場所、狭い場所、このような自由な場所は先生が編集可

能な空間です。自分たちの考え方や教え方にふさわしい、設えをつくることができます。 

まだまだWSが続きますが、前向きに、学校づくりをおもしろがっていただきたいと思います。 

設計アドバイザー、大阪公立大学客員教授で学校建築

が専門の横山俊祐先生より今回のワークショップにつ

いて総括とアドバイスをいただきました。

横山先生よりアドバイス 

今後の WS の予定 

アンケート結果より 
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